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花巻市
クレー射撃会場
事前合宿

盛岡市
事前合宿

八幡平市
事前合宿

二戸市
椛沢聖子さん

北上市
事前合宿

奥州市
千葉幹夫さん

気仙沼市
大和田智子さん

登米市
ボート事前合宿

石巻市
聖火リレー
スタート地点

利府町
サッカー予選会場

岩沼市
小野清子さん

いわき市
東京五輪
推進本部設置

村田町
クレー射撃会場

福
島
市

事
前
合
宿

聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

白河市
班目秀雄さん

楢葉町、広野町
Jヴィレッジ
事前合宿

いわき市
志賀政司さん

原発がある国道６号
聖火リレールート

◆
被
災
３
県
の
主
な
20
年
東
京
五
輪

関
連
事
業
誘
致
と
６
選
手
の
出
身
地

福
島
第
１
原
発

倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

秘秘
蔵蔵
写写
真真
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儰
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え
る
」
と
い
う
部
分
が
、
ま
だ
足
り
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
も
同
じ
で

す
。
五
輪
よ
り
も
、
も
っ
と
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
京
五

輪
は
、
苦
し
ん
で
い
る
被
災
地
や
被
災
者

の
方
を
含
め
て
、
よ
り
前
を
向
い
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
に
変
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
五
輪
が
来
る
か

ら
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
思

い
出
す
。
よ
り
心
を
１
つ
に
で
き
る
、
そ

う
い
う
東
京
五
輪
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
構
成
＝
吉
松
忠
弘
）

う
か
。
準
備
と
い
う
点
で
は
、
ハ
ー
ド
の

設
備
な
ど
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
お
も
て
な
し
な
ど
心
を
通
じ
た
発
信

の
準
備
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て

東
京
や
日
本
が
世

界
で
も
認
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す


２
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
は
、
そ
の
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
国
が
、
ス
ポ
ー
ツ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い

る
か
と
い
う
基
準
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
対
す
る
取
り
組
み
方
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
本
は
ス
ポ
ー
ツ
を｢

見
る｣



「
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
相
当
、

で
き
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
｢

支

歳
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
は

東

京
に
五
輪
が
来
た
こ
と
で

す
ご
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る

東
京
五
輪

は

彼
ら
の
や
る
気
の
源
に
な
っ
て
い
ま

す
そ
れ
が
メ
ダ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
で


日
本
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
で
し
ょ
う


も
う
１
つ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
と
い
う
文
化
を
発
信
す
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
心
の
準
備
を
き
ち
ん
と
で
き
る
か
ど

松
岡

修
造(

)

松
岡

修
造(

)


年
東
京
五
輪
で
、
２
つ
大
事
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
メ
ダ
ル
の
数
と
い

う
誰
が
見
て
も
分
か
る
基
準
。
今



競技会場⑦日本武道館
1964年大会 柔道は当

初、水泳競技終了後に国
立屋内競技場（代々木）
で行うことになっていた
が、わずかカ月で新設
するめどが立ち、会場が
変更となって開催された。総工費は億
1000万円。収容人員は１万4100人。地上
３階地下２階でアリーナ面積は600平方
㍍。選手村から一般道で７・３㌔約分
だった。剣道、弓道、相撲などのデモン
ストレーション会場にも使用された。
2020年大会 今回も柔道会場。これま

で改修や耐震工事を行っており、次回五
輪へ向けては億円の恒久工事費が計上
されている。座席数１万1000。選手村か
ら㌔約分競技開催は７月～日
パラリンピックは８月～日。

埼玉･霞ケ関カンツリー俱楽部

今泉 博総支配人()

ゴルフ競技会場に決まったときには、
喜びと不安がよぎりました。トッププレ

ーヤーがここに
集う。最高のプ
レーを間近に見
られるのは、国
内のゴルフ関係
者にとって何よ
りの刺激です。

五輪に出場したいと思うジュニアが出て
くることも、わくわくします。すべての
選手に、本当にいいコースだったと振り
返ってもらえるよう、準備してまいりま
す。みなさんにも足を運んでいただき、
一緒に盛り上げていきましょう。

優
勝
が
期
待
さ
れ
た
高
橋
は
積
極
的
な
レ
ー
ス
を
展

開
。

㌔
地
点
で
早
く
も
ス
パ
ー
ト
を
し
、
先
頭
集
団
か

ら
抜
け
出
し
た
。

㌔
過
ぎ
か
ら
シ
モ
ン
と
の
マ
ッ
チ
レ

ー
ス
と
な
る
が
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
と
っ
た

㌔
地
点
で
再

ス
パ
ー
ト
ゴ
ー
ル
前
で
追
い
上
げ
ら
れ
た
が


最
後
ま
で
逃
げ
切
っ
た
。
日
本
陸
上
界

年
ぶ

り
、
女
子
で
は
初
の
金
メ
ダ
ル
だ
っ
た
。

ス
パ
ー
ト
の
裏
に
は
、
小
出
監
督
と
た
て
た

綿
密
な
作
戦
が
あ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
シ

モ
ン
に
つ
か
れ
た
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
勝
負
で
は
勝

て
な
い
。
で
き
る
だ
け
離
し
て
終
盤
に
持
ち
込

む
こ
と
。
そ
れ
が
、

㌔
と
い
う
早
い
ス
パ
ー
ト
、
さ
ら

に

㌔
の
「
ロ
ン
グ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト｣

に
つ
な
が
っ
た


ギ
リ
ギ
リ
の
戦
い
を
制
し
た
高
橋
は
ゴ
ー
ル
後
「
す
ご
く

楽
し
い

㌔
で
し
た
」
と
笑
っ
た
。

◇

年
シ
ド
ニ
ー
大
会
陸
上
女
子
マ
ラ
ソ
ン(

９
月

日)

❶
高
橋

尚
子
（
積

水

化

学
）
２
時
間

分

秒

❷
シ

モ

ン
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
２
時
間

分

秒

❸
チ
ェ
プ
チ
ュ
ン
バ
（
ケ

ニ

ア
）
２
時
間

分

秒

◆被災地の現状 警察庁による
と、８月８日現在で東日本大震災
の死者は１万5889人、行方不明者
は2609人。復興庁の統計では、震
災による避難者数は８月日現在
でいまだ約万6000人にのぼる。
岩手、宮城、福島の被災３県に暮
らす避難者数は約万人。避難生
活による体調悪化などが原因の
「震災関連死」は、８月の集計に
よると３県で3090人。うち福島県
が過半数の1753人を占める。

明
日

日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半
を

迎
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
復
興
を
後
押
し
す

る
―
。
岩
手
、
宮
城
、
福
島
か
ら

年
東
京
大

会
に
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
そ
う
信
じ
て
い

る
。
母
国
開

催
の
特
別
な

力
を
知
る
か

ら
こ
そ
、
故

郷
に
希
望
の
光
と
な
る
と
６
年
後
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
。
被
災
の
悲
し
み
、
五
輪
の
素
晴
ら

し
さ
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
６
人
が
語
っ
た
。

えている。歳を過ぎて迎える年五
輪は「元気でいて、会場で見たい」と
思う。しかし、心配ごとが２つある。
「１つは放射能の問題。福島に行きた
くないとか、福島のものは食べたくな
いとか警戒される。そんな状況のまま

じゃ、せっかくの五輪も応援する
気が薄れてしまう」。もう１つは
日本バスケット界のリーグ分裂問
題。「早く統一リーグにしないと
選手がかわいそう」。
あと６年。「時間はあるようで

ない」と話した。 【清水優】

志賀 政司
さ
ん

(＝福島県いわき市出身)

バスケットボール位
東日本大震災の避難所にもなったい

わき市立総合体育館。年五輪の
開会式で着た深紅のブレザー（写
真）が展示されている。「僕は故
郷を離れているから。『福島から
五輪に出た人がいたんだ』って、
体育館に来た子たちの励みに、少
しでもなればと思って」。
東京五輪の一番の思い出は「あの開

会式の歓声。今も覚えています」。大
事な思い出の品を大事な故郷の子ども
たちに贈った。
歳となった今も、週に１回はシュ

ーズを履き、小学生にバスケットを教

手に戻り、遠野馬の里の苑長に就任し
た。現在は、第一線からは退いている
が、夢をかなえるために職員らにアド
バイスを送る。「遠野で生産した馬が
東京五輪に出られれば岩手県も盛り上
がり、復興にもつながるのではないで
しょうか。頑張りたいですね」。
そして提案する。「遠野には馬術に

適した土地があります。五輪競技開催
は難しいとしても、合宿をすることは
可能です。それも復興につながるんじ
ゃないでしょうか」。 【上岡豊】

千葉 幹夫
さ
ん

(＝岩手県奥州市出身)

総合馬術位
遠野で生産した馬を五輪に出場させ

たい―。東京の馬事公苑の苑長も務め
た日本馬術界の第一人者は、故郷の岩
手県で馬の生産を手掛けている。
年から２年、青森県八戸市で合宿

をした。「日本は馬術で金メダルをと
ったこともあり優秀だと思っていた｣
という。しかし、五輪の舞台で世界と
の技術や馬の管理などで大きな差を痛
感。大会後はフランスで騎乗技術や調
教を学んだ。
年、日本中央競馬会退職を機に岩

指導者としても年シドニー五輪（日
本代表監督）、年アテネ五輪（コー
チ）、年北京パラリンピック(監督)
を経験したからこそ、こう話す。
「世界一の競技者が集まる五輪には

感動、感激がある。被災地も含め、国
中が選手たちと一緒に戦って、一緒に
勝って、一緒に喜んでほしい。その喜
びは生きるエネルギーになる」。
そのためには、復興と、選手が東京

五輪で勝つために十分な準備ができる
ような環境整備が両輪で回る必要があ
る。「次の東京五輪は、そんなオリン
ピックであってほしいし、そうしなけ
ればいけない」。 【清水優】

班目 秀雄
さ
ん

(＝福島県白河市出身)

自転車･タンデムレース出場
震災で一部が崩落した福島県の自転

車競技の拠点、泉崎国際サイクルスタ
ジアム。昨夏復旧した新しいバンクを
駆け抜ける高校生選手を見ながら言っ
た。「東京五輪の自転車競技に、福島
から２人は出てほしいね」。
震災と福島第１原発事故による県へ

の被害は甚大だ。自転車競技関係者も
例外ではない。ロンドン五輪代表の渡
辺一成は双葉町、ケイリンで活躍する
森田達也は大熊町出身だ。「地震で家
がつぶれた選手もいるし、原発事故で
親と避難させられている選手もいる。
県外に練習拠点を移した選手も多い｣
避難住民からは「五輪より、原発事

故からの復興を」の声もある。それで
も選手として年東京五輪に出場し

してあげたい」と被災地への思いを語
る。
東京五輪でやりたいことがある。

「（前回の五輪の）入場行進の時の地
鳴りがするような応援に感動しまし
た。今度はスタンドからの応援で、あ
の時の恩返しをしたいです」。

椛沢(旧 姓
小保内)聖子さ

ん
(＝岩手県二戸市出身)

陸上女子砲丸投げ出場
岩手では伝説の陸上選手だ。年に

日本学生選手権で樹立した砲丸投げと
円盤投げの県記録は年間、破られて
いない。「聖火リレーで岩手を走りた
い」と、年を心待ちにしている。
「被災地から東京五輪を目指す子が

出たら良いですね。復興への勇気につ
ながると思います。子どもたちに指導

大
和
田
智
子
さん

(


＝
宮
城
県
気
仙
沼
市
出
身)

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子

フ
ル
ー
レ
個
人

団
体
出
場

震
災
は
東
京
五
輪
の
思
い
出
ま

で
も
奪
っ
た
。
気
仙
沼
の
実
家
、

毎
朝
の
練
習
場
所
だ
っ
た
神
社
、

そ
し
て
恩
師
の
命
。
東
京
五
輪
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
だ

っ
た
千
葉
卓
朗
さ
ん
が
震
災
の
影

響
で
透
析
が
満
足
に
で
き
ず
、
約

２
カ
月
後
に
他
界
。
震
災
関
連
死

だ
っ
た
。


年
に
気
仙
沼
高
校
と
合
併

し
、
廃
校
と
な
っ
た
鼎
が
浦
（
か

な
え
が
う
ら
）
高
校
出
身
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
狭
く
、
陸
上
部
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

に
入
部
し
た
。
し
か
し
高
校
１
年

の

月
、
最
愛
の
母
晴
子
さ
ん
が

不
慮
の
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
。

歳
だ
っ
た
。
父
も
小
６
で

亡
く
な
っ
て
い
た
。

「
母
と
朝
ま
で
一
緒
に
寝
て
い

た
の
に
…
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
や

う
。
で
も
、
そ
れ
で
い
い
と
思
う

ん
で
す
。
子
ど
も
な
ん
だ
か
ら
、

一
生
忘
れ
な
い
で
い
い
。
子
ど
も

し
か
親
を
思
っ
て
や
れ
な
い
で
す

か
ら
ね
」

親
が
い
な
い
中
、
苦
し
い
練
習

か
ら
も
逃
げ
な
か
っ
た
｢

本
当
に

き
つ
か
っ
た
。
で
も
苦
し
い
と
き

こ
そ
、
人
間
は
強
く
な
れ
る
と
思

う
ど
ん
な
分
野
で
も
い
い
一
生

懸
命
に
や
れ
ば
宝
物
に
な
る｣

自

分
の
経
験
が
少
し
で
も
被
災
地
の

た
め
に
な
れ
ば
と
、
目
に
涙
を
浮

か
べ
話
し
続
け
た
三
須
一
紀


小野 清子
さ
ん

(＝宮城県岩沼市出身)

体操女子団体銅メダル
「『被災地のために』なんて思って

は、おこがましい。粛々と純粋に、自
分の磨いた技術を試合当日にしっかり
と出すことが大事」。それがアスリー
トのあるべき姿だという。背中で示す
―。「その結果、良い成績が残せれば
被災地に元気が届くかもしれない。最
高の努力が、皆さんへの恩返しになる
の」。小野さんもそうしてきた。父幸
次さんが生後３カ月で亡くなったた
め、秋田市に引っ越したが、岩沼は生
まれ故郷だ。父の墓参りにも行く。被
災地に真の元気を届けられるアスリー
トが、多く育つことを願っている。

レ
イ
ア
ウ
ト
山
本
遥
香
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儴
儰
儰
儰
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儰
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儰
儰
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儴儰

儴
儰
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儰
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女子陸上初高橋尚子金

年
シ
ド
ニ
ー
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
１
着
で
ゴ
ー
ル
す
る
高
橋
尚
子

日本テニス協会強化副本部長

熱
い
男
が
東
京
五
輪
に｢

一
所
懸
命｣

だ

❽❽

五
輪
出
場
の
喜
び
と
故
郷
被
災
の
悲
し
み

五
輪
出
場
の
喜
び
と
故
郷
被
災
の
悲
し
み

子どもたちの勇気につながる

次
回

日
水


年
東
京
金
の
卵
発
掘

ユ
ー
ス
五
輪
大
特
集
し
ま
す

８８

伝
え
た
い
開
催
の
意
味
と
復
興
へ
の
願
い

伝
え
た
い
開
催
の
意
味
と
復
興
へ
の
願
い入場行進の順番を待つ椛沢

さん（右から３人目）
（椛沢さん提供）

故郷・岩手を聖火ランナ
ーとして走りたいと話す
椛沢さん

自転車に福島から出てほしい

年、東京五輪の自転車競
技タンデムスプリントに出
場した班目さん（左）。右
は手嶋敏光さん

（班目さん提供）

白河市の自宅でインタビ
ューに応じた班目さん

遠野で生産した馬で年
東京五輪出場を夢見る千
葉さん

遠野で生産した馬を届けたい

ブレザー贈呈少しでも励みに

年東京五輪の開会式の
写真を指さし、「ここに
僕がいるんだよ」とうれ
しそうに話す志賀さん。
手前は年東京五輪の記
念メダル。左下は年ロ
ーマ五輪の選手メダル

◆志賀政司（しが・まさし）1939年
（昭）１月日生まれ。磐城高から
明大を経て、日本鉱業（現ＪＸ日鉱日
石エネルギー）入り。明大４年でロー
マ五輪、日本鉱業４年目に東京五輪に
出場。ガードとして活躍した。

◆千葉幹夫（ちば・みきお）1935年
（昭）５月１日生まれ。北海道大獣
医学部卒。日本中央競馬会では競馬学
校などに勤務し、武豊騎手らを指導。
馬事公苑の苑長も務めた。

◆班目秀雄(まだらめ･ひでお）1944
年（昭）１月日生まれ。白河高、
日大を経て年に競輪デビュー。年
まで現役。「班目道場」を主宰し、弟
子に岡部芳幸やアテネ五輪代表の伏見
俊昭、ロンドン五輪代表の新田祐大ら
がいる。

◆椛沢聖子(かばさわ・せいこ)1940
年（昭）２月日生まれ。岩手・福
岡高で砲丸投げを始める日大卒業後
同大文理学部教授。年ユニバーシア
ード北京大会では陸上選手団監督を務
めた。

年、東京五輪に総合馬術
の選手として出場した千葉
さん （千葉さん提供）

年、東京五輪当時の志賀
さん （志賀さん提供）

最高の努力こそ恩返しになる

最愛の母の死 恩師の死

人間は苦しい時こそ


年
東
京
五
輪
へ
の
思
い
を
色
紙
に
書
い
た
小
野
さ
ん

め
よ
う
と
思
っ
た
。
強
く
な
っ
て

も
誰
も
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
な

い
じ
ゃ
な
い
」
。
そ
れ
で
も
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
友
人
の
「
大
変
な
時

こ
そ
頑
張
ろ
う
」
と
の
言
葉
で
、

な
ん
と
か
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
を
経

験
。

歳
で
専
大
に
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
る
ま
で
気
仙
沼
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
だ
。

年
ロ
ー
マ
五
輪

は
女
子
派
遣
を
見
送
ら
れ
た
が
、


年
東
京
五
輪
で
激
動
を
乗
り
越

え
初
出
場
を
つ
か
ん
だ
。

そ
し
て

年
、
再
び
母
国
に
五

輪
が
や
っ
て
く
る
。
被
災
地
で
過

ご
す
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
母
が
い
な
い
つ
ら
さ
を
吹
っ

切
る
の
に
私
は

年
か
か
っ
た
。

震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
も
そ
れ

を
背
負
っ
て
生
き
て
い
く
と
思

◆
大
和
田
智
子
（
お
お
わ
だ
・

と
も
こ
）
１
９
４
１
年
（
昭

）

３
月

日
生
ま
れ
専
大
卒
業
後


同
大
職
員
。

歳
か
ら

歳
ま
で

同
大
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
監

督
。
神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
。

自治体、
各団体動く
○…被災３県の自治体、各
団体が年へ動きだしてい
る。会場誘致ではクレー
射撃に岩手・花巻市の競
技関係者らが声を上げて
いたが、９月に入り宮城
・村田町も誘致レース参
加の意向を示した。聖火
リレーでは宮城・石巻市
が目立つ。津波被害が甚
大だった南浜地区に建設予
定の｢鎮魂の森｣に国立競技
場の聖火台を譲り受け、リレ
ー出発地点にするというもの。
福島第１原発から約㌔のＪヴィ
レッジは年４月復活を目指す。

◆小野清子（おの・きよこ)1936年(昭
)２月４日生まれ生後３カ月で父が他
界し、秋田市へ。秋田北高から東京教育
大（現筑波大)年ローマ五輪体操団体
４位。年参院選で初当選。年、内閣
府特命担当大臣。夫は東京五輪体操団体
金メダリストの小野喬さん東京都在住

強くなれる

年月、東京五輪女子体操で床
の演技を披露する小野清子さん

◆
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
⑧
◆

米
山
弘
（
よ
ね
や
ま
・
ひ
ろ
し
＝

年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
競
泳
男
子
８
０
０
㍍
リ
レ
ー
銀
）
同
じ
早
大
の
新
井
信
男
、
高
石
勝
男
ら
と
組
ん
で
米
国
に
次
ぐ
２
位
。
リ
レ
ー
種
目
で
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
。
個
人
種
目
は
４
０
０
㍍
自
由
形
に
出
場
し
た
が
、
準
決
勝
４
位
で
敗
退

東京五輪組織委が発表した復興支援事業
準備期間（年月～年４月）
被災地と世界各国との国際交流事業
子どもレポーター
ユースキャンプ
東北地方の伝統文化・祭り
五輪・パラリンピックの予選の誘致
五輪・パラリンピック代表選考会の実施
アスリート派遣事業
大会派遣事業
スポーツイベントの実施
スポーツ参加促進のための事業
被災地の姿を世界に向けて発信
被災地からのスタッフ募集
被災地企業への優先発注
五輪・パラリンピック宝くじによるスポーツ施設整備
東北復興ランニングイベントの実施

開催直前（年５～７月）
聖火リレーの実施
事前合宿の誘致
日本選手団団結式・壮行会への招待
東北地方の伝統文化・祭り
被災企業への優先発注

開催期間（年７～９月）
被災地での競技開催
ライブサイト・ファントレイルの設置
開閉会式での世界へのメッセージ
被災地からの観戦招待
被災各県からのボランティア派遣
ユースキャンプ
東北地方の伝統文化・祭り
被災企業への優先発注

終了後（2020年９月～）
国際交流事業の継続
各種競技五輪･パラリンピック記念競技大会の設立･実施
アスリートとの交流事業
タレント発掘・アスリート養成事業の充実

あ
す
３
年
半

６
人
の
言
葉


年
東
京
五
輪
時
の
大
和
田
智
子
さ
ん

震
災
で
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
大
和
田
さ
ん
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